
会 議 結 果 報 告 書 

令和元年７月１８日  

会議の名称 令和元年度 志木市地域医療連絡協議会（第１回） 

開 催 日 時 令和元年７月１８日（木）午後１時３０分～２時５０分 

開 催 場 所 市役所４階第３委員会室 

出 席 委 員 

岩﨑智彦会長、鎌田昌和幹事、加藤広久委員、奈倉勇爾委員 

田口理史委員、宮本日出副会長、西野博喜委員、椎木雅和幹事、

鳥飼香津子委員、相神和子委員、下田貢委員、村上孝浩副会長、

阿部剛委員、中村修委員、金澤嘉子委員、寺島勝浩委員、大野広

幸委員、清水陽子委員（今野美香委員代理出席）、清水裕子幹事 

               （計１９人） 

欠 席 委 員 
蓼沼寛委員、庭山憲次委員、近藤竜太委員、豊島俊二委員                    

                        （計４人） 

説明員職氏名 
杉田明子（健康増進センター主幹）、伴主査     （計２人） 

議 題 

（１）平成３０年度事業報告及び令和元年度新規事業について 

（２）その他 

結 果 
別紙、審議内容の記録のとおり       （傍聴者 ０人）                    

事務局職員 

清水裕子、新宅修、伴恭臣、高山佳明（健康政策課） 

 

 

 



審議内容の記録（審議経過、結論等） 

１ 開  会 

２ 会長挨拶  岩﨑智彦会長よりご挨拶 

３ 議  題 

（１）平成３０年度事業報告及び令和元年度新規事業について 

     各所属の事業内容等について各担当委員より報告した。  

    ・ 長寿応援課 

      高齢者基礎統計データ、在宅医療介護連携推進事業、 

      訪問診療実態把握調査、認知症初期集中支援チーム事業 

    ・ 子ども家庭課 

      保育園児健康診断事業、 

要保護児童対策地域協議会活動状況 

    ・ 児童発達相談センター 

      各種支援・相談事業、事業別実績と成果、 

      児童発達相談センター相談児の内訳 

・ 健康政策課 

  検診・健診業務への協力について御礼、 

  いろは健康ポイント事業の報告、 

おいしく減塩！「減らソルト」プロジェクトの進捗状況、 

      国民健康保険 保健事業、各種がん検診事業、朝霞地区４市の状況 

            新たな健康事業の展開 

子どもの健康づくりプロジェクト 

      地域の「しょく（食・職）場づくり」担い手育成による食育の推進 

    ・ 健康増進センター 

      乳幼児健診への協力について御礼 

      定期予防接種事業、母子保健事業、健康増進事業、歯科保健事業、

こころの健康づくり事業、新型インフルエンザ等対策事業 

令和元年度新規事業、妊婦歯科検診、まちなか保健室、 

風しん抗体検査、第５期定期予防接種、 

いのちの支えあいを学ぶ授業 

    ・ 保険年金課 

      国保における医療費の推移、後発医薬品の使用促進対策、 



後発医薬品利用率について報告 

    ・ 学校教育課 

      市内小中学校健診、歯科健診への御礼、 

      市立小中学校健康診断実施結果 

    ・ 志木消防署 

      事故種別、年齢区分別及び傷病程度別の搬送人員 

  ＜質疑応答＞ 

    Ｑ 児童虐待が疑われるケース及びそれ以外の対応実人数が平成３０年 

度は、減っているが理由はどのようなことか。 

    Ａ 新規が増えていない理由としては、通報することで近隣の関係性が

悪くなるという認識があることが考えられる。通報しても匿名性が

担保されるということを周知していくことが必要。通報があったケ

ースも虐待とは関係のないことで相談に入るようにしている。 

また、新規が減っている理由としては、志木っ子あんしん子育て 

サポート事業において、妊産婦と保健師、助産師が１対１で面接し、 

精神疾患等があるハイリスク者をあらかじめ把握していることに 

より切れ目のない支援ができているとも考えられる。 

    Ｑ 小学生、中学生の健診を受けた人の数が２，０００人違う理由は？ 

    Ａ 小学生は６学年、中学生は３学年になっていることが主な理由。 

    Ｑ 訪問診療について、志木市にも訪問クリニックが出来たが、その 

後はどのような状況か？ 

    Ａ 個別の状況は、把握していない。 

    Ｑ ネグレクトの意味はどのようなものか？ 

    Ａ 育児放棄を総称して示している。 

    Ｑ 国保財源はいくらか？ 

    Ａ 国保保険料、埼玉県補助金、基金の繰入で行っており、平成３０年 

度予算で６８億５千万円程度。うち保険給付費が約４５億円で 

６５％、埼玉県に支払う国保事業納付金、約２１億円３０％の構成 

になっている。 

Ｑ オプジーボなど高額薬剤投与額の影響はどのような具合か。 

    Ａ 現時点では、把握していない。 

    Ｑ がん検診、要精検の方のその後については、分かっているのか。 

    Ａ 二次医療機関から結果が返っているところを確認している。 



発見率は、 

胃がん２名（０．１％）、 

子宮頸がん１名（０．０７％） 

乳がん ８名（０．３４％） 

肺がん０名（０％） 

大腸がん４名（０．０８％） 

      適中度は、発見率とは別の数値となり確率が上がることとなる。 

 

（２）いろは健康２１プラン第４期、志木市食育推進計画第２期、志木市歯 

と口腔の健康プラン第２期 

    健康政策課より資料に基づいて説明を行った。 

 

 （３）市民のこころと命を守るほっとプラン、志木市自殺対策計画 

    健康増進センターより資料に基づいて説明を行った。 

        

４ 閉 会 

  宮本日出副会長よりご挨拶 

 


